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⚫
 

第
四
二
七
回 

青
葉
会 

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
（
木
）（
於
：
竹
橋 

赤
坂
飯
店
大
手
町
店
） 

 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
ゆ
た
か 

 
長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

投
句
・
選
句 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

柿
﨑
忠
彦 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

 
福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

赤
田
堅 
安
部
眞
希
子 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

◎
主
の
無
き
寂
庵
の
庭
木
の
葉
散
る 

    
け
い
子 

 

（
紀
・
孤
・
千
・
た
・
敏
・
ゆ
・
雅
・
規
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 
 

八
点 

 

新
蕎
麦
や
命
あ
る
身
を
噛
み
し
め
つ 

 
 

ゆ
た
か 

  

（
堅
・
眞
・
紀
・
そ
・
忠
・
五
・
孝
・
敏
） 

 
 

七
点 

◎
埒
も
な
き
こ
と
反
芻
し
枯
葉
掃
く 

 
 
 

そ
ら
お 

 
（
紀
・
○
孤
・
恵
・
堂
・
啓
・
雅
・
天
） 

 
 
 
 

時
雨
る
や
嘗
て
名
画
座
あ
り
し
角   

 
 
 

恵
洲 

 

（
眞
・
紀
・
○
忠
・
健
・
敏
・
允
・
〇
啓
） 

 
 
 
 

起
重
機
を
寝
か
せ
曳
船
霧
の
な
か 

 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
健
・
恵
・
堂
・
啓
・
亜
・
け
） 

 
 
 
 

 
 

六
点 

 

冬
蝶
の
路
傍
の
石
に
翅
畳
む 

 
 
 
 
 

 

恵
洲 

 

（
紀
・
そ
・
孤
・
五
・
び
・
啓
・
規
） 

落
ち
栗
や
一
族
遠
き
町
に
住
む 

 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
眞
・
恵
・
正
・
亜
・
け
・
三
） 

 
 
 
 

び
い
ど
ろ
の
実
を
蓄
え
て
柘
榴
熟
る 

 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
千
・
た
・
孝
・
び
・
け
） 

 

五
点 

 

小
三
治
逝
き
冥
土
の
冬
寄
席
大
入
り
に 

  

紀
久
男 

 

（
○
敏
・
び
・
雅
・
允
・
け
） 

鳴
く
鹿
の
闇
に
消
え
ゆ
く
南
大
門 

 
 
 

五
郎
太 
 

（
紀
・
○
堂
・
敏
・
規
・
盛
） 

◎
赤
か
ぼ
ち
ゃ
添
え
て
幼
き
感
謝
祭 

 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
ゆ
・
三
） 

◎
一
輪
の
物
言
ひ
た
げ
な
返
り
花 

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
孤
・
規
・
三
・
盛
） 

暮
れ
の
秋
霞
が
浦
の
帆
掛
け
漁 

 
 
 
 
 

啓
子 

  

（
紀
・
堅
・
健
・
た
・
允
） 

も
み
じ
葉
を
踏
め
ば
謡
ひ
し
父
の
声 

 
  

  

仝 
 

（
紀
・
堅
・
た
・
正
・
○
三
） 

振
袖
を
ま
く
り
射
的
を
七
五
三 
 
 
 
 

け
い
子 

  

（
紀
・
び
・
隆
・
亜
・
盛
） 

◎
缺
け
し
こ
と
忘
れ
た
る
ご
と
冬
の
月 

 
 
 

亜
也 

 

（
紀
・
堅
・
孤
・
龍
・
雅
） 

◎
酒
好
き
の
父
し
の
ぶ
夜
の
掘
炬
燵 

 
 
 
 

盛
雄 

 

（
○
紀
・
孤
・
○
そ
・
敏
・
び
） 

 

四
点 

 

た
め
ら
は
ず
半
寿
の
十
年
日
記
買
ふ 

 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
健
・
孝
・
○
盛
） 

冬
夕
焼
け
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
ま
だ
続
く 

 
 
 

仝 
 

（
○
恵
・
正
・
亜
・
三
） 

 
 
 
 
 
 
 

松
島
屋
の
挑
戦 

顔
見
世
や
連
獅
子
舞
う
は
祖
父
と
孫 

 

た
だ
し
げ 

 

（
紀
・
敏
・
隆
・
け
） 

◎
力
込
め
乾
布
摩
擦
や
今
朝
の
冬 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
孤
・
健
・
恵
・
天
） 

人
生
の
酸
い
も
甘
い
も
木
の
葉
髪 

 
 
 
   

昇 
 

（
紀
・
そ
・
敏
・
允
） 

妻
の
死
は
ま
だ
夢
の
中
秋
海
棠 

 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
紀
・
堂
・
允
・
け
） 
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三
点 

 

絶
品
や
牡
蠣
三
昧
の
志
摩
の
宿 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
千
・
龍
） 

 
 
 
 

仏
壇
の
写
真
に
微
笑
み
秋
の
暮 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
○
堅
・
隆
） 

文
例
も
唐
に
学
び
し
小
春
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
堅
・
龍
） 

 
散
も
み
じ
金
剛
峯
寺
の
修
行
僧 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
・
た
・
天
） 

長
き
夜
や
読
み
始
め
た
り
メ
ル
ケ
ル
記 

 
 

千
恵 

 
 
 (

紀
・
○
正
・
雅) 

ゆ
っ
た
り
と
潮
の
流
れ
や
瀬
戸
の
秋 

 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
そ
・
敏
） 

◎
股
引
き
を
買
い
足
し
て
済
む
冬
支
度 

 
 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
孤
・
堂
） 

 

 
 
 

「
有
難
う
ま
た
来
年
」
と
寒
肥
や
し 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
○
眞
・
紀
・
び
） 

鐘
の
音
の
秋
空
わ
た
る
深
大
寺 

 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
・
○
た
・
隆
） 

「
黄
桜
」
の
美
人
絵
う
る
む
ぬ
く
め
酒 

 
 
  

び
ん 

 
 

（
紀
・
昇
・
亜
） 

◎
山
茶
花
の
夜
目
に
も
白
き
咲
き
っ
ぷ
り 

 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
孤
・
昇
） 

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
香
港
の
事
考
え
る 

 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
千
・
隆
） 

あ
あ
冷
た
外
の
手
摺
に
朝
ふ
れ
て 

 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
千
・
啓
） 

票
を
入
れ
団
栗
一
つ
拾
ひ
け
り 

 
 
 
 
  

 

仝 
 
 

（
紀
・
恵
・
亜
） 

 
 

龍
の
玉
集
む
も
い
つ
か
失
せ
に
け
り 

 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
五
・
龍
） 

牡
蠣
鍋
や
お
ひ
と
り
さ
ま
も
ま
た
大
事 

 
 

 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
天
） 

里
は
市
に
旧
道
に
添
ふ
帰
り
花 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
眞
・
五
・
三
） 

蛸
焼
き
食
ぶ
外
つ
国
の
人
冬
う
ら
ら 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
正
・
天
） 

 

二
点 

  

新
蕎
麦
も
つ
ゆ
の
味
こ
そ
決
め
手
に
て 

 

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
龍
） 

 

雀
等
の
ほ
っ
く
り
姿
冬
支
度 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
孝
） 

若
君
よ
い
ざ
初
陣
の
七
五
三 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
堂
） 

穴
に
い
る
蛇
ぶ
ら
下
げ
て
餓
鬼
大
将 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
○
五
） 

 
 
 
 

短
日
や
窓
開
け
て
鳴
く
鳩
時
計 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
啓
・
盛
） 

八
冠
も
ク
ー
ル
に
翔
平
爽
や
か
に 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
○
昇
） 

 
 
 

十
一
月
八
日 

金
星
触 

三
日
月
と
明
星
出
会
う
冬
の
空 

 
 
 

た
だ
し
げ 
 
 

（
健
・
龍
） 

夕
闇
に
富
士
の
山
影
秋
去
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
ゆ
） 

 
 
   

問
わ
れ
れ
ば
間
髪
入
れ
ず
寄
せ
鍋
と 

 
 
 

堂
哉 

 
 

（
千
・
天
） 

柿
三
連
軒
下
に
干
し
て
里
偲
ぶ 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
孝
） 

菊
の
香
や
異
国
で
生
活
す
る
勇
気 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
忠
） 

落
ち
葉
焚
き
子
供
が
集
う
天
神
社 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
ゆ
） 

竹
林
の
庵
の
軒
借
る
初
し
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
ゆ
） 

酒
抱
き
て
小
庭
に
満
月
語
り
合
い 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
ゆ
） 

小
鳥
鳴
く
障
子
の
影
や
心
地
よ
き 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
規
） 

 
 
 
 

芋
の
葉
に
雫
煌
る
や
夜
の
名
残
り 

 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
昇
） 

ラ
ガ
ー
等
の
肩
組
み
唱
う
校
歌
か
な 

 
 
 

規
雄 

 
 

（
眞
・
隆
） 

日
向
ぼ
こ
り
ぷ
ち
ん
ぷ
ち
ん
と
爪
を
切
り 

 
 

仝 
 
 

（
紀
・
昇
） 

◎
山
茶
花
の
散
り
敷
く
樹
下
や
く
れ
な
ゐ
に 

 

亜
也 

 
 

（
孤
・
雅
） 

木
枯
を
子
ら
自
転
車
で
つ
っ
走
る 

 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
そ
） 

◎
風
を
切
り
鋭
く
に
ら
む
寒
鴉 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
孤
） 
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一
点 

 
 
 

三
津
五
郎
七
回
忌
追
善 

巳
之
助 

顔
見
世
に
天
晴
れ
若
武
者
名
乗
り
上
ぐ 

  

紀
久
男 

 
 

（
允
） 

三
津
五
郎
七
回
忌
の
巳
之
助 

顔
見
世
の
主
役
大
出
来
喝
采
浴
ぶ 

 
  

 
 
 

仝 
 
 

（
啓
） 

黄
金
色
染
ま
る
銀
杏
の
深
き
秋 

 
 
 
   

 

忠
彦 

  
 

（
紀
） 

 

今
熊
野 

 
 
 
 

紅
葉
散
る
静
か
に
願
ふ
ボ
ケ
封
じ 

 
 
  

五
郎
太 

 
  

（
紀
） 

萩
黄
葉
そ
の
先
に
あ
る
招
提
寺 

 
 
  

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

サ
ッ
カ
ー
と
野
球
の
部
活
へ
横
時
雨 

 
  

 

健
介 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
       

連
獅
子
を
観
て 

仔
獅
子
舞
ふ
若
手
役
者
の
爽
や
か
さ 

 
 
  

千
恵 

 
 

（
紀
） 

草
刈
り
て
ポ
ツ
ン
と
残
る
彼
岸
花 

 
  

た
だ
し
げ 

 
 

（
孝
） 

 
 
        

植
物
園
に
て 

深
大
寺
鳥
の
声
き
く
紅
葉
晴 

 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
） 

 

い
な
り
鮨
食
み
つ
床
机
で
紅
葉
愛
づ 

 
  

 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

香
里
丘
降
り
来
る
寒
さ
兵
懐
（
お
も
）
う 

  
雅
夫 

 
 

（
紀
） 

 

姥
捨
や
猪
傷
む
今
朝
の
罠 

 
 
 
 
 
 
   

び
ん 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

白
菜
の
芯
と
葉
好
み
分
か
れ
け
り 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
  

（
正
） 

左
翼
越
し
の
ヒ
ッ
ト
打
つ
孫
勤
労
感
謝
の
日 

 

天
牛 

 
 

（
紀
） 

木
枯
や
犬
の
洋
服
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ 

 
 
  

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

九
点
句 

主
の
無
き
寂
庵
の
庭
木
の
葉
散
る 

 
 
 

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
瀬
戸
内
寂
聴
が
偉
大
な
生
涯
を
閉
じ
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
九
十
九
歳
で
逝
っ
た
寂
聴
さ
ん
の
波
乱
の
人
生
を
想
い
、
主
不
在
の
庭
は
一
層
寂 

し
い
風
景
に
な
っ
て
い
る
様
が
伝
わ
り
ま
し
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
寂
聴
さ
ん
亡
き
後
の
寂
し
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・11

月27

日
の
日
経
俳
壇 

黒
田
杏
子
選
に
寂
聴
さ
ん
追
悼
の
佳
作
十
一
句
が
掲 

載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
青
葉
会
と
し
て
の
代
表
句
で
す
。 

 

八
点
句 

新
蕎
麦
や
命
あ
る
身
を
噛
み
し
め
つ 

 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

 

堅
さ
ん
・
・
・
・
私
も
蕎
麦
は
常
時
打
っ
て
い
ま
す
。 

 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
佳
作
で
す
。
果
し
て
あ
と
何
回
、
こ
う
し
た
機
会
に
あ
り
つ
け
る
こ
と
や
ら
？ 

我
が
事
で
す
。 

 

七
点
句 

埒
も
な
き
こ
と
反
芻
し
枯
葉
掃
く 

 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
た
わ
い
な
い
こ
と
が
心
に
引
っ
か
か
り
、
枯
葉
を
掃
く
間
も
気
持
ち
が
晴
れ
な
い
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
老
人
の
日
常
の
一
幕
。
落
葉
を
掃
き
な
が
ら
、
よ
し
な
し
ご
と
を
ぼ
ー
っ
と
考
え 

る
と
も
な
く
考
え
て
居
る
。
わ
か
る
な
あ
。 

 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
上
五
と
枯
れ
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
と
感
じ
ま
し
た
。 
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雅
夫
さ
ん
・
・
・
私
の
庭
掃
除
も
同
じ
で
す
。 

時
雨
る
や
嘗
て
名
画
座
あ
り
し
角   

 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
昔
ど
の
町
に
も
映
画
館
が
あ
り
旅
先
で
も
利
用
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
も
な
ぜ
か 

 
 
 
 

角
地
が
多
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
間
違
い
な
く60

年
は
超
え
て
い
た
東
京
は
三
軒
茶
屋
の
名
画
座
が
昨
年
遂
に
閉
館
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
学
校
の
課
外
授
業
に
そ
こ
で
「
山
」
と
い
う
映
画
を
観
て
幼
い
乍
ら
感
動
し
ま
し
た
。 

時
雨
の
季
語
と
下
五
の
措
辞
で
、
そ
の
前
に
佇
み
昔
を
思
い
返
す
人
や
セ
ピ
ア
色
に 

な
っ
た
当
時
の
写
真
を
見
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。 

起
重
機
を
寝
か
せ
曳
船
霧
の
な
か 

 
 
  

び
ん 

 
 

 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
霧
の
中
に
浮
か
ぶ
起
重
機
の
曳
舟
の
写
生
。
い
い
絵
で
す
。 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
長
い
工
事
が
や
っ
と
終
了
。
聳
え
て
い
た
重
機
も
お
疲
れ
さ
ま
と
、
畳
み
現
場
を 

静
か
に
見
送
る
人
も
な
く
去
る
船
。 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
ひ
と
つ
の
作
業
が
漸
く
終
わ
り
、
キ
リ
ン
も
ア
タ
マ
を
さ
げ
て
船
に
ひ
か
れ
て
い
る
。 

起
重
機
や
曳
き
船
と
い
っ
た
言
葉
は
硬
い
鉄
の
匂
い
が
す
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は 

ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
、
な
に
や
ら
け
だ
る
い
雰
囲
気
ま
で
も
醸
し
出
し
て
い
て
静
か
。 

 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
川
瀬
巴
水
の
版
画
に
あ
り
そ
う
な
情
景
。 

 

六
点
句 

冬
蝶
の
路
傍
の
石
に
翅
畳
む 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
短
き
日
の
暖
か
さ
を
残
す
大
き
め
の
石
に
、
弱
く
飛
ぶ
蝶
が
ゆ
っ
く
り
と
休
む
。 

静
謐
の
中
の
動
き
に
美
を
感
じ
た
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・「
萬
緑
」
の
多
摩
川
吟
行
で
似
た
よ
う
な
句
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
日 

の
日
経
新
聞
に
奄
美
諸
島
で
木
に
と
ま
っ
て
越
冬
す
る
色
と
り
ど
り
の
大
き
め 

の
蝶
の
群
を
紹
介
し
て
お
り
ま
し
た
。 

落
ち
栗
や
一
族
遠
き
町
に
住
む 

 
 
 
 
 

び
ん 

 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
大
き
な
お
宅
な
の
で
し
ょ
う
か
。
栗
の
木
残
っ
て
い
る
の
が
寂
し
い
。 

 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
犀
星
の
「
故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
・
・
・
」
の
詩
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。 

落
ち
栗
か
ら
遠
く
に
住
む
一
族
に
思
い
が
及
ぶ
と
こ
ろ
に
共
感
。 

 
 
 
 

び
い
ど
ろ
の
実
を
蓄
え
て
柘
榴
熟
る 

 
 
 

啓
子 

 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
好
き
な
果
物
の
一
つ
で
す(

面
倒
く
さ
い
果
物
で
す
が)

柘
榴
の
実
を
“
び
い
ど
ろ
” 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
表
現
し
て
る
と
こ
ろ
が
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 
     

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
柘
榴
の
実
の
赤
を
び
い
ど
ろ
と
の
表
現
が
よ
い
。 

 

五
点
句 

小
三
治
逝
き
冥
土
の
冬
寄
席
大
入
り
に 

 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
発
想
の
面
白
さ
に
感
服
！
！ 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
Ｔ
Ｖ
で
偲
ぶ
番
組
拝
見
。
私
よ
り
重
い
リ
ウ
マ
チ
で
処
方
薬
な
い
と
身
体
全 

体
が
動
か
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
先
代
小
さ
ん
の
一
番
弟
子
で
し
た
が
、
跡
目
を 

小
さ
ん
の
実
子
に
譲
っ
た
謙
虚
な
人
柄
。「
人
間
国
宝
」
な
の
に
ひ
け
ら
か
し
た 

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
、
り
え
ぞ
ん
企
画
時
代
、
丸
紅
グ
ル
ー
プ
の
ナ
ナ
ハ 

ン
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
集
め
て
座
談
会
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
折
の
拙
句
が
「
革
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
バ
イ
ク
乗
り
つ
け
一
席
を
」 

 
 

鳴
く
鹿
の
闇
に
消
え
ゆ
く
南
大
門 

 
 
 

五
郎
太 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
暮
れ
ゆ
く
門
と
両
サ
イ
ド
の
提
灯
、
そ
し
て
鹿
の
白
い
お
尻
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 
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大
好
き
な
景
色
の
一
つ
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
佳
作
で
す
。
一
度
体
験
し
て
み
た
い
幻
想
的
な
情
景
で
す
。 

 
 
 
  

赤
か
ぼ
ち
ゃ
添
え
て
幼
き
感
謝
祭 

 
 
 
 

び
ん 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
何
故
七
面
鳥
や
南
瓜
が
感
謝
祭
の
料
理
の
定
番
に
な
っ
た
か
も
知
ら
ず
に
、
只
々 

か
ぼ
ち
ゃ
を
添
え
て
い
る
。
可
愛
い
。 

一
輪
の
物
言
ひ
た
げ
な
返
り
花 

 
 
 
  

 

昇 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
何
故
こ
ん
な
に
季
節
外
れ
に
咲
い
た
の
か
聞
い
て
み
た
い
。 

暮
れ
の
秋
霞
ケ
浦
の
帆
掛
け
漁 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
霞
ケ
浦
の
帆
掛
け
船
に
よ
る
漁
が
美
し
く
詠
ま
れ
て
い
る
。 

も
み
ぢ
葉
を
踏
め
ば
謡
ひ
し
父
の
声 

 
  

啓
子 

 
  

 

 
 
 
 
 

 

堅
さ
ん
・
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
謡
だ
け
は
続
け
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
母
の
声
で
す
が
・
・ 

           

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
落
ち
葉
の
踏
む
音
が
鳴
り
物
、
合
い
の
手
、
拍
子
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
そ
れ 

に
合
わ
せ
て
謡
を
稽
古
す
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。 

振
袖
を
ま
く
り
射
的
を
七
五
三 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
七
五
三
の
御
祝
い
の
光
景
は
平
和
で
い
い
。「
を
」
の
重
な
り
を
避
け
て 

「
振
袖
を
か
ら
げ
射
的
の
七
五
三
」
も
。 

 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
着
飾
り
な
が
ら
の
お
転
婆
を
巧
み
に
表
現
。 

 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
呉
服
の
都
、
京
都
で
も
七
五
三
は
レ
ン
タ
ル
が
増
え
て
い
る
様
子
。
女
児
の
和
服 

姿
は
可
愛
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
戦
時
中
の
映
画
、
大
河
内
伝
次
郎
の
丹
下
左
膳
の
射
的
屋
の
用
心
棒
を
思
い
出
し 

ま
し
た
。 

缺
け
し
こ
と
忘
れ
た
る
ご
と
冬
の
月 

 
 
 

亜
也 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
先
日
の
月
蝕
は
短
時
間
の
間
に
、
月
の
光
る
面
が
一
部
ま
た
は
全
部
欠
け
て
い
っ
た
。 

酒
好
き
の
父
し
の
ぶ
夜
の
掘
炬
燵 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
掘
炬
燵
に
あ
た
り
な
が
ら
熱
燗
の
独
酌
を
楽
し
む
父
だ
っ
た
。 

そ
ら
お
さ
ん
・
・
今
は
我
が
家
に
炬
燵
は
な
い
が
、
そ
の
昔
、
勤
め
か
ら
帰
宅
し
て
炬
燵
で
晩
酌
す 

る
の
が
日
々
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
亡
き
父
の
姿
を
思
い
出
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
陽
気
な
酒
呑
み
の
家
系
で
、
私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
晩
酌
（
徳
利
一
本
）
し
て
、

母
か
ら
は
「
外
で
飲
ん
だ
ら
ア
カ
ン
ぞ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

四
点
句 

た
め
ら
は
ず
半
寿
の
十
年
日
記
買
ふ 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
こ
の
勇
気
と
決
断
、
自
分
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
で
す
、
脱
帽
！ 

 
 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
数
え
八
十
一
歳
の
身
で
十
年
日
記
を
買
う
意
気
や
盛
ん
。
そ
れ
も
た
め
ら
わ
ず
と
は
。 

同
年
輩
の
吾
身
に
大
変
な
勇
気
を
貰
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
百
歳
を
見
越
し
て
新
し
く
十
年
日
記
を
買
ふ
。
愉
し
く
、
そ
し
て
立
派
な
心
意
気
に 

喝
采
。
〝
た
め
ら
は
ず
〟
が
い
い
で
す
ね
。 

冬
夕
焼
け
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
ま
だ
続
く 

 

孤
舟 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
幻
想
的
で
不
思
議
な
句
。
い
つ
ま
で
も
色
褪
せ
な
い
冬
夕
焼
け
に
い
つ
ま
で
も
終 

わ
ら
な
い
映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
延
々
と
続
く
幻
想
か
。
買
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な 

い
が
、
夕
焼
け
に
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
を
重
ね
る
感
性
を
買
う
。 

 
 
 

 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
佳
作
で
す
。
い
つ
ま
で
も
続
い
て
欲
し
い
真
っ
赤
な
冬
夕
焼
け
で
す
ね
。 
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松
島
屋
の
挑
戦 

顔
見
世
や
連
獅
子
舞
う
は
祖
父
と
孫 

 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
片
岡
仁
左
衛
門
喜
寿
の
連
獅
子
。
仁
左
衛
門
は35

年
間
の
願
い
が
か
な
っ
た
と 

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
も
下
火
で
喜
び
も
一
入
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
仁
左
衛
門
の
長
男
は
女
形
。
孫
の
千
之
助
は
二
枚
目
。
連
獅
子
は
親
子
で
舞
う
の 

が
通
例
で
す
。 

力
込
め
乾
布
摩
擦
や
今
朝
の
冬 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
昔
は
、
寒
風
摩
擦
が
体
力
向
上
、
風
邪
予
防
等
の
た
め
の
唯
一
の
民
間
の
健
康
法 

で
あ
っ
た
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
寒
さ
に
負
け
な
い
老
い
の
心
意
気
を
買
い
ま
す
。（
作
者
を
知
っ
て
居
て
の
投
句
） 

妻
の
死
は
ま
だ
夢
の
中
秋
海
棠 

 
 
 
 
 

規
雄 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
夢
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
！
中
七
に
痺
れ
ま
し
た
。 

け
い
子
さ
ん
・
・
す
な
お
に
妻
の
死
を
悲
し
い
と
思
う
気
持
。
夫
人
の
生
存
中
も
や
さ
し
い
声
か
け 

て
い
ま
し
た
か
？ 

 

三
点
句 

 

絶
品
や
牡
蠣
三
昧
の
志
摩
の
宿 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
羨
ま
し
い
、
酒
も
す
す
む
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
同
感
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
津
在
住
の
平
松
君
（
旧
姓
古
市 
審
査
部
六
年
だ
け
で
退
社
。
囲
碁
部
の
部 

長
・
水
泳
部
で
私
と
一
緒
）
の
招
待
で
し
た
。
大
峰
山
登
り
口
の
汽
水
湖
。 

 
 
 
 
 

仏
壇
の
写
真
に
微
笑
み
秋
の
暮 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

堅
さ
ん
・
・
・
・
六
月
に
妻
に
先
立
た
れ
、
実
感
で
す
。 

 
 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
亡
き
人
と
心
を
通
わ
す
時
の
有
難
さ
。
私
は
毎
朝
。 

「
仏
壇
の
写
真
と
交
わ
す
今
朝
の
秋
」。 

文
例
も
唐
に
学
び
し
小
春
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
（
自
解
）・
・
光
明
皇
后
は
唐
の
手
本
を
写
す
よ
う
に
何
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
手
紙
の 

例
文
集
を
漢
字
で
書
い
た
。
今
年
の
正
倉
院
展
の
目
玉
の
一
つ
で
あ
る
『
杜
家
立 

成
」
で
あ
る
。
学
ん
だ
の
は
漢
字
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
文
章
、
模
範
文
で
あ
る
。 

光
明
皇
后
と
で
も
題
を
つ
け
る
べ
き
だ
っ
た
か
。 

散
も
み
じ
金
剛
峰
寺
の
修
行
僧            

健
介 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
秋
の
静
か
な
様
子
が
修
行
僧
と
い
う
言
葉
で
、
よ
り
一
層
感
じ
ら
れ
る
。 

長
き
夜
や
読
み
始
め
た
り
メ
ル
ケ
ル
記 

 
 

千
恵 

 
 

 
 
 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・EU 

が
ど
う
な
る
の
か
心
配
で
す
。 

股
引
き
を
買
い
足
し
て
済
む
冬
支
度 

 
 
 

恵
洲 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
こ
の
歳
に
な
る
と
欲
し
い
も
の
は
何
も
無
い
。
破
れ
た
股
引
を
買
い
替
え
る
だ
け 

で
冬
を
迎
え
ら
れ
そ
う
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
最
近
は
ユ
ニ
ク
ロ
に
安
く
て
暖
か
い
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

 
 
 
  

「
有
難
う
ま
た
来
年
」
と
寒
肥
や
し 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

眞
希
子
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
植
物
の
命
の
あ
り
方
に
心
打
た
れ
る
こ
と
が
多
い
。
酷
暑 

や
強
風
に
も
黙
っ
て
耐
え
る
。
そ
れ
に
比
べ
私
に
な
ん
と
意
気
地
な
き
呟
き
の
多 

い
こ
と
か
！
そ
ん
な
俄
園
芸
者
に
ゆ
た
か
な
実
り
を
く
れ
た
緑
の
仲
間
。
感
謝
あ 

る
の
み
で
あ
る
。 
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鐘
の
音
の
秋
空
わ
た
る
深
大
寺 

 
 
 
  

ゆ
た
か  

 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
澄
ん
だ
秋
の
空
を
鐘
の
音
も
遠
く
の
屋
根
ま
で
届
く
。
切
れ
字
を
入
れ
て 

「
鐘
の
音
や
秋
空
わ
た
る
深
大
寺
」
で
も
。 

 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
澄
ん
だ
秋
の
空
に
、
深
大
寺
の
鐘
の
音
の
澄
ん
だ
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
感
じ 

が
す
る
。 

「
黄
桜
」
の
美
人
絵
う
る
む
ぬ
く
め
酒 

 
 
  

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
河
童
は
清
水
崑
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
昭
和39

年
と
今
年
の
東
京
五
輪
で
水
球
の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
「
黄
桜
」
で
大
阪
水
泳 

部
と
商
取
引
先
の
「
川
島
織
物
」
の
関
連
で
辛
口
晩
酌
し
て
お
り
ま
す
。 

山
茶
花
の
夜
目
に
も
白
き
咲
き
っ
ぷ
り 

 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
こ
の
山
茶
花
は
白
の
花
、
だ
か
ら
夜
も
見
え
る
の
で
あ
る
。 

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
香
港
の
事
考
え
る 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
２
度
ほ
ど
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
香
港
を
訪
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
内
は
も
ち
ろ 

ん
街
中
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
に
あ
ふ
れ
活
気
の
あ
る
街
で
し
た
が
、
い
ま
の
状
況
を
考 

え
る
と
心
が
痛
み
ま
す
。 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ク
リ
ス
マ
ス
。
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
が
香
港
人
を
称
え
る
。 

票
を
入
れ
団
栗
一
つ
拾
ひ
け
り 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
選
挙
の
帰
り
道
、
ふ
と
童
心
に
帰
っ
て
落
ち
て
い
た
ド
ン
グ
リ
を
一
つ
拾
っ
た
。 

選
者
も
ド
ン
グ
リ
を
見
る
と
つ
い
拾
い
た
く
な
る
の
で
、
同
感
の
一
票
。 

 

二
点
句  

新
蕎
麦
も
つ
ゆ
の
味
こ
そ
決
め
手
に
て 

  

そ
ら
お 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
同
感
で
ご
ざ
い
ま
す
。。 

 

若
君
よ
い
ざ
初
陣
の
七
五
三 

 
 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
お
じ
い
さ
ん
の
笑
み
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
我
が
家
で
は
も
う
昔
話
に
な
り
ま
し 

た
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
上
五
中
七
の
措
辞
が
見
事
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

穴
に
い
る
蛇
ぶ
ら
下
げ
て
餓
鬼
大
将 

 
 

  

孤
舟 

 
 

 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
蛇
に
関
し
た
句
を
よ
く
い
た
だ
く
。
自
分
が
田
舎
で
少
年
時
代
を
過
ご
さ
な
か
っ
た 

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
句
は
動
き
が
あ
り
、
餓
鬼
大
将
が
良
い
。
天
に
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
通
学
途
中
の
子
ど
も
が
仲
間
と
蛇
を
い
じ
め
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
穴
に 

居
る
蛇
を
引
っ
張
り
出
し
て
痛
め
つ
け
る
の
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
気
の 

毒
な
蛇
で
す
ね
。 

 
 

 
 
 
 

八
冠
も
ク
ー
ル
に
翔
平
爽
や
か
に 

 
 
 
  

千
恵 

 
 
 

 
 
 

 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
大
谷
翔
平
の
大
リ
ー
グ
で
の
投
打
二
刀
流
の
超
人
的
な
大
活
躍
。
か
の
イ
チ
ロ
ー 

も
真
っ
青
で
す
ね
。
特
に
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
を
狙
え
る
日
本
人
選
手
が
出
て
く
る 

と
は
奇
跡
で
す
。
礼
儀
正
し
い
爽
や
か
な
言
動
も
素
晴
ら
し
い
。
今
年
の
流
行
語 

は
も
う 

”
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
”
で
決
ま
り
！ 

 
 
 

十
一
月
八
日 

金
星
触 

三
日
月
と
明
星
出
会
う
冬
の
空 

 
 
  

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
み
な
気
付
か
な
い
こ
の
稀
有
な
現
象
を
良
く
捉
え
、
詠
ま
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
冬
に
な
り
ま
す
と
特
に
星
座
の
動
き
に
果
て
し
無
い
麗
し
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま 
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す
。
ト
シ
を
取
る
と
湧
き
出
る
良
い
事
の
一
つ
か
。 

小
鳥
鳴
く
障
子
の
影
や
心
地
よ
き 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 

紀
久
男
・
・
・
・
鶯
の
さ
さ
鳴
き
で
し
ょ
う
か
。
或
い
は
渡
り
鳥
か
冬
鳥
で
し
ょ
う
か
。
雪
の
降
り 

 
 
 
 
 

 
 

積
も
っ
た
朝
は
特
に
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
障
子
に
映
る
鳥
の
影
を
眺
め
る
心
地
よ
さ
、 

 
 
 
 
 
 
 

布
団
か
ら
出
ら
れ
ぬ
天
国
で
す
。 

 
 
 
 

ラ
ガ
ー
等
の
肩
組
み
唱
う
校
歌
か
な 

 
 
 
 

規
雄 

 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
校
歌
で
勝
利
を
祝
う
。
応
援
席
か
ら
も
校
歌
が
聞
こ
え
る
。
季
語
を
入
れ
て 

「
ラ
ガ
ー
マ
ン
校
歌
の
響
く
秋
の
空
」。 

 

山
茶
花
の
散
り
敷
く
樹
下
や
く
れ
な
ゐ
に 

 
   

 

亜
也 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
山
茶
花
は
小
振
り
で
花
弁
が
う
す
く
、
一
片
ず
つ
散
り
易
い
。 

風
を
切
り
鋭
く
に
ら
む
寒
鴉 

 
 
 
 
 
  

け
い
子 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
食
物
の
乏
し
い
冬
に
は
、
鴉
は
電
線
な
ど
に
と
ま
り
、
鋭
く
餌
に
な
る
も
の
を
狙
う
。 

 

一
点
句 

 
 
 

 

三
津
五
郎
七
回
忌
追
善 

巳
之
助 

顔
見
世
に
天
晴
れ
若
武
者
名
乗
り
上
ぐ 

    
紀
久
男 

 
 

 

紀
久
男(

自
解)

・
・「
曽
我
の
対
面
」
は
顔
見
世
狂
言
と
し
て
人
気
あ
り
ま
す
。
菊
五
郎
の
座
頭
（
ざ 

が
し
ら
）
時
蔵
、
雀
右
衛
門
、
左
團
次
、
松
緑
ら
適
役
揃
い
で
見
応
え
あ
り
ま
し 

た
。
今
回
は
三
津
五
郎
追
善
で
巳
之
助
が
瞠
目
の
出
来
、
啓
子
さ
ん
、
千
恵
さ
ん
、 

た
だ
し
げ
さ
ん
と
最
高
の
席
で
見
物
、
久
し
ぶ
り
に
贅
沢
な
気
分
に
浸
り
ま
し
た
。 

な
お
、
二
等
席
で
開
成
高
校
一
年
生
の
貸
切
、
流
石
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。 

 

今
熊
野 

 
 
 
 
 

紅
葉
散
る
静
か
に
願
ふ
ボ
ケ
封
じ 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
   

 

 

紀
久
男
・
・
・
・
京
の
神
社
か
お
寺
の
よ
う
で
す
が
、
蒲
郡
に
も
有
名
な
呆
け
封
じ
・
癌
防
止
の
ツ 

ア
ー
あ
り
繊
維
資
材
部
のOB

会
で
行
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
。 

香
里
丘
降
り
来
る
寒
さ
兵
懐
（
お
も
）
う 

 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
（
自
解
）・
・
太
古
は
古
代
住
居
跡
。
第
二
次
大
戦
は
兵
器
工
場
で
し
た
（
枚
方
市
） 

姥
捨
や
猪
傷
む
今
朝
の
罠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
信
州
の
よ
う
で
す
が
、
宝
塚
の
裏
山
や
芦
屋
川
に
も
猪
は
よ
く
出
没
。
当
時
は
人 

へ
の
危
害
な
ど
聞
い
た
こ
と
も
な
く
、
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

禁
猟
が
解
か
れ
る
と
こ
の
句
に
あ
る
よ
う
な
気
の
毒
な
目
に
逢
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

次
回
青
葉
会 

 

令
和
三
年
十
二
月
十
六
日
（
木
） 

十
二
時
～
十
四
時 

於
：
大
手
町 

赤
坂
飯
店
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
加
会
費 

二
千
五
百
円
～
三
千
円
（
昼
食
・
ビ
ー
ル
等
） 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
３
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
締
め
切
り
：
十
二
月
十
四
日
（
火
）
中
に
し
ま
し
た
。 

参
加
の
可
否
、
ご
投
句
の
ご
連
絡
は
：
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル 

（keiko-reve@c07.itscom.net

）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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青
葉
会
報 

一
、
現
役
社
員
や
近
隣
の
勤
め
人
に
人
気
の
赤
坂
飯
店
パ
レ
ス
サ
イ
ド
店
の
個
室
が
ギ
リ
ギ
リ
の
９
名
出
席
。
投
句 

12

名
の
作
品
が
集
ま
り
、
五
郎
太
さ
ん
の
披
講
で
ご
覧
の
よ
う
に
、
け
い
子
さ
ん
、
そ
ら
お
さ
ん
、
ゆ
た
か
さ

ん
等
が
好
成
績
で
し
た
。
眞
希
子
さ
ん
の
選
句
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
天
牛
さ
ん
の
投
句
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
回
覧
し
つ
つ
、
美
味
し

い
中
華
料
理
と
ビ
ー
ル
、
紹
興
酒
を
堪
能
し
つ
つ
通
例
よ
り
も30

分
ほ
ど
時
間
短
縮
し
て
（
師
走
近
い
為
、

店
か
ら
の
要
望
）、
句
評
を
二
人
に
限
定
し
進
行
し
ま
し
た
。
一
寸
忙
し
い
感
で
し
た
が
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

変
異
株
猛
れ
ど
新
米
契
約
す 

 
 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

さ
ら
ば
ひ
し
妻
に
握
ら
す
木
の
実
独
楽 

 
 

 

陽
亮 

茱
萸
た
わ
わ
陽
気
暮
ら
し
を
と
認
知
棟 

 
 
 

仝 
 
 
 

金
木
犀
妻
の
分
も
と
深
く
吸
ふ 

  
 
    

 
 

仝 

平
熱
に
入
店
の
許
可
秋
暑
し 

 
 
 
 

 
 

 
 

仝 
  

 
 

頭
脳
（
あ
た
ま
）
良
き
友
も
今
朝
逝
き
吾
亦
紅   

仝 

内
輪
の
葬
済
み
し
と
ハ
ガ
キ
吾
亦
紅 

  
 

 
 

仝 
 
 
  

来
て
ほ
し
く
な
い
事
ば
か
り
来
る
秋
ぞ 

 
 

   

仝 
 
 
 

  
   

沖
に
並
む
船
舶
台
風
接
近
中 

 
 

 
 

 
 
  

仝 
  

 
 
   

新
内
仲
三
郎
・
多
賀
大
夫
の
会 

う
っ
す
ら
と
紅
刷
く
林
檎
津
軽
富
士 

 
 

  

弘
子 

   
  

久
々
に
掛
声
決
め
る
秋
天
下 

 
 
 

  
  

紀
久
男 

漉
紙
を
紙
縒
に
綴
り
白
き
秋 

 
 
 
 
 
 

  

仝 
 
 
 

 
  

仁
左
衛
門
・
玉
三
郎
の
「
四
谷
怪
談
」 

爽
涼
や
仕
事
鞄
の
今
朝
軽
き 

 
 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
   

冷
ま
じ
き
殺
し
場
は
し
ょ
る
芝
居
小
屋 
   

  
 

仝 

細
き
身
を
さ
な
が
ら
詫
ぶ
る
秋
刀
魚
か
な 

 
 

仝       
 

幕
間
に
栗
大
福
を
連
れ
と
食
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
ち
き
ち
の
不
器
用
に
飛
ぶ
散
歩
道 

 
 
 
 
 

仝  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―

―
―

―
―

―
―

―

「
森
の
座
」(

横
澤
放
川
選) 

12

月
号 

 

痛
む
足
忘
る
小
春
日
遊
歩
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

盛
雄 

 
 

 
 

 

小
夜
時
雨
通
天
閣
の
緑
の
灯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

健
介 

鬱
の
日
を
救
ふ
出
窓
の
ポ
イ
ン
セ
チ
ア 

 
 

 
 

 
  

仝 
 

 
 

 
 

 

長
き
夜
や
嵌
る
芙
美
子
の
放
浪
記 

 
 

 
 

 
 

 
   

仝 

ち
ぎ
れ
雲
三
つ
四
つ
放
ち
山
眠
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仝      
  

時
雨
る
る
や
天
麩
羅
蕎
麦
に
一
本
つ
け 

 
 

 
 
 

紀
久
男 

知
恩
院
の
女
坂
ゆ
く
初
し
ぐ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仝 
 

 
 

 
 

 

解
き
放
つ
快
癒
の
白
鳥
上
空
へ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仝 

大
谷
の
来
季
待
た
る
る
師
走
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―

―
―

―
―

―
―

―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」 11

月 

三
、  

孤
舟
選
者
近
詠 

―

角
川
書
店 

月
刊
「
俳
句
」12

月
号
「
望
郷
」―
 
 

「
丘
の
風
」
三
田
俳
句
丘
の
会 

No.31 
11

月
「
浮
世
絵
」 

 
 

望
郷
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
桐
一
葉 
 
 
 
 
 
 

公
魚
の
ひ
か
り
と
な
り
て
釣
ら
れ
け
り 

 
 

水
の
秋
河
童
は
皿
を
洗
ひ
を
り 
 
 
 
 
 
 
 

ど
の
子
に
も
凧
の
空
あ
り
未
来
あ
り 

 
 

生
意
気
な
臀
を
し
て
ゐ
る
水
蜜
桃 

 
 
 
 
 
 

船
虫
の
何
や
ら
謀
議
し
て
散
り
ぬ 

 
 

月
影
の
木
犀
は
香
を
争
は
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

夏
の
蝶
形
状
記
憶
の
翅
畳
む 

 
 

秋
爽
の
波
た
ぷ
た
ぷ
と
た
ら
ひ
舟 

 
 
 
 
 
 

飯
盒
の
炊
け
て
キ
ャ
ン
プ
の
朝
動
く 

 
 

嶺
の
鷹
確
と
虚
空
を
睥
睨
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

舟
屋
口
洗
ふ
波
音
星
月
夜 

 
 

沼
底
を
見
て
き
た
貌
の
か
い
つ
ぶ
り 

 
 
 
 
 

秋
天
へ
レ
ー
ス
の
鳩
の
放
た
る
る 

 
 

軒
氷
柱
満
天
の
星
閉
ぢ
込
め
て 

 
 
 
 
 
 
 

夜
這
星
ひ
と
つ
走
り
て
漁
火
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浮
世
絵
の
を
ん
な
も
濡
る
る
時
雨
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
星
に
生
く
る
ひ
と
り
や
冬
銀
河 

 

四
、
Ⅰ
．
小
三
治
を
偲
ぶ 

「
孤
高
の
落
語
家
」NHK

テ
レ
ビ10

月31

日
よ
り 

 

「
曲
が
ら
ず
に
曲
が
ら
ず
に
往
く
神
の
旅
」
矢
野
誠
一
の
選 
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Ⅱ
．
小
三
治
（
俳
号 

土
砂
）
自
薦30

句
よ
り
、
小
生
好
み
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。 

立
春
や
噺
家
や
っ
と
お
正
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
ど
の
良
い
形
に
ひ
と
つ
秋
の
雲 

銭
湯
を
出
て
肩
車
冬
の
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
水
の
女
逞
し
植
疱
痕 

寒
雷
や
ち
っ
と
も
効
か
ぬ
強
精
剤 

 
 
 
 
 
 

お
も
ひ
あ
っ
た
こ
と
の
あ
る
ひ
と
と
海
雲
吸
ふ 

Ⅲ
．
小
三
治
の
訃
報
を
日
経
紙<11

月12

日>

に
カ
ラ
ー
刷
り
の
顔
写
真
に
簡
潔
な
履
歴
と
看
板
コ
ラ
ム 

「
春
秋
」、
そ
し
て
社
会
面
に
も
詳
し
く
掲
載
。11

月20

日
の
「
追
想
録
」
ま
で
各
方
面
の
人
達
の
追

悼
記
事
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

五
、1

2

月4

日
の
日
経
俳
壇
「
黒
田
杏
子
選
」
の
巻
頭
句
と
次
巻
頭
は
、
被
爆
者
団
体
代
表
の
坪
井
直
さ
ん
の
追 

 
 

悼
句
で
す
。1

0

月2
9

日
の
日
経
コ
ラ
ム
「
春
秋
」
に
「
オ
バ
マ
逢
ふ
被
爆
少
年
首
夏
の
空
」 

五
年
前
、
同 

 
 

俳
壇
に
載
っ
た
広
島
市
の
方
の
句
で
あ
る―

と
紹
介
し
て
い
る
。
被
爆
時
に
坪
井
さ
ん
は2

0

歳
。
広
島
大
学 

 
 

の
学
生
で
し
た
。
丸
紅
の
一
年
後
輩
、
田
部
修
司
さ
ん
は
当
時
５
歳
、
被
爆
者
手
帳
所
持
者
で
す
。
私
の
大
阪 

時
代
出
張
で
彼
の
実
家
（
比
治
山
の
麓
）
に
泊
め
て
貰
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
玄
関
に
近
い
そ
の
部
屋
は
母
上
が 

被
爆
死
さ
れ
た
部
屋
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
天
牛
さ
ん
に
よ
る
と
、
彼
は
繊
維
か
ら
機
械
部
門
に
移
り
青
葉
会
の 

小
池
治
さ
ん
の
部
下
だ
っ
た
由
。
三
菱
商
事
田
部
文
一
郎
会
長
は
伯
父
の
由
。
泊
め
て
貰
っ
た
翌
朝
食
に
姉
上 

か
ら
「
お
茶
代
わ
り
」
に
熱
い
茶
碗
酒
（
地
酒 

保
万
齢
（
ほ
ま
れ
））
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
こ
ぶ
る
旨 

か
っ
た
憶
え
あ
り
ま
す
。 

 

六
、N

HK

大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
は
道
徳
・
経
済
の
合
一
（
論
語
と
算
盤
）
を
提
唱
し
た
渋
沢
栄
一
の
生
涯

を
描
い
て
大
詰
め
で
す
。
彼
の
設
立
し
た
高
校
（
深
谷
商
業
高
校
）、
一
橋
大
学
の
両
方
を
卒
業
し
た
の
が
丸

紅
入
社
昭
和44

年
の
中
村
信
一
君
で
す
。
大
阪
の
繊
維
資
材
で
、
水
泳
部
も
一
緒
し
ま
し
た
。
会
社
帰
り
に

扇
町
プ
ー
ル
で
（
雷
と
夕
立
で
監
視
員
不
在
）
二
人
だ
け
で
泳
い
だ
こ
と
あ
り
、
そ
の
後
ミ
ナ
ミ
で
痛
飲
し
た

こ
と
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
彼
は
な
か
な
か
商
才
あ
り
、
部
門
が
独
立
し
て
別
会
社
に
な
り
（
丸
紅

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
）
社
長
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。11

月29

日NHK

の
〝
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
〟
は
彼
の
生
誕

地
埼
玉
県
行
田
市
（
足
袋
の
町
で
有
名
で
す
）
で
し
た
。 

 

 
 
 
 

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 
記 


